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科目名 日本史探究（R4課程） 単位数 ３単位 

教材 教科書：『日本史探究』2・東書・日探 701 
添削指導（ﾚﾎﾟｰﾄ） 全９回 

面接指導（ｽｸｰﾘﾝｸﾞ） ３時間 

学習評価 

( 観 点 別 評

価) 

 添削指導 面接指導 定期試験 放送 ※希望者のみ 

（東京書籍インターネット講座） 

減免可能 

１時間まで 知識・技能 60％ 40％ 

思考・判断・表現 60％ 40％ 
定期試験 

前期１回 

後期１回 主体的態度 80％ 20％ 0％ 

単位の認定 

①レポート：規定回数のレポートを提出し、合格すること。 

②スクーリング：規定回数の全ての回に出席すること。 

③定期試験：前期試験、後期試験を受けること。 

④評定は、観点別評価をふまえ総合的に判断する。達成状況と評定の関係は次の通りとする。 

〔～２割：１、2割～４割：２、４割～７割：３、７割～９割：４、9割～：５〕 

 

指導計画 

科目の目標 ① 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合

的に捉えて理解するとともに、諸資料から日本の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べ

まとめる技能を身に付ける。 

② 我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、

比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察

したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したこ

とを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

③ 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に 

探究しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本

国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについ

ての自覚などを深める。 

単元・学習内容 添削指導（レポート） 面接指導（スクーリング） 放送（東京書籍インターネット講座） 

第１編 

先史・古代の日本と東アジア 

【第１回】 

・第１章 

・第２章 

・第３章１節 

【第２回】 

・第３章２節 

【第１回】 

・第１章 

・第３章１節 

①教科書の内容に対応

する動画をすべて視聴

すること。 

②単元テストの問題に

すべて取り組むこと。 

 

①②を完了した場合、

面接指導（スクーリン

グ）の出席回数を最大

で１時間減免できる。 

第２編 

中世の日本と世界 

【第２回】 

・第１章 

・第２章 

【第３回】 

・第３章１節 

【第４回】 

・第３章２節 

 

第３編 

近世の日本と世界 

【第５回】 

・第１章 

・第２章 

 



東林館高等学校通信教育実施計画 

 

・第３章１節 

【第６回】 

・第３章２節 

第４編 

近現代の地域・日本と世界 

【第６回】 

・第１章 

・第２章 

・第３章①～③ 

【第７回】 

・第３章④～２節⑥ 

【第８回】 

・第３章２節⑥～ 

４節 

【第９回】 

・第３章５節～８節 

【第２回】 

・第１章① 

 

 

 

 

【第３回】 

・第３章３節～４節 

 


